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 東京都理学療法士協会と 

「災害時における避難行動要支援者等の 

支援協力に関する協定」を締結！ 
 

～高齢者や障害者等が災害時にも安心して過ごせる体制づくりを推進～ 

と き ３月 28 日(木) 

と こ ろ 練馬区役所（豊玉北 6-12-1） 

 28日(木)、区は、東京都理学療法士協会と、「災害時における

避難行動要支援者等の支援協力に関する協定」を締結した。自治

体と東京都理学療法士協会との災害協定の締結は、都内初。 

協定内容は、平時の活動として、災害時に備え理学療法士の登

録バンクの設置や、区の訓練への参加、区民向けセミナーの実施

等を行う。また、災害時には、福祉避難所等で避難行動要支援者

に対して、災害時フレイルや血栓予防のセルフケアの指導を行

う。 

（区の担当者のコメント） 

「この度の協定締結により、これまでの東京都理学療法士協会との連携がさらに強化され

る。区内の災害関連事業に、理学療法士の知識や技能を活用いただけることになり、心強く

感じている。区民の皆様の安全安心が高まることを期待している。」 

 
【経緯】 

能登半島地震等の大規模災害では、支援を必要とする多くの高齢者や障害者が、支援者の人手不足等

の理由により、避難後の生活で困難な状況に陥った。区は、高齢者や障害者等が、災害時にも安心して

過ごせる体制を整えるため、この度、東京都理学療法士協会と協定を締結した。 
 
【協定内容】 

① 災害時派遣が可能な理学療法士の登録バンクの設置 

② 区の訓練への参加、連絡会の実施 

③ 区民向け災害時フレイル、血栓予防セミナーの実施 

④ 福祉避難所を中心とした訪問支援 
 
【公益社団法人 東京都理学療法士協会】 

昭和 44 年に「東京都士会」として発足し、平成 25年４月「公益社団法人東京都理学療法士協会」と

して東京都より認可を受け、現在に至る。東京都理学療法士協会は、東京都における理学療法の普及お

よび向上を図るために、理学療法の学問的成果や先進技術を研究している団体である。 
 

会 長：森島 健（もりしまけん） 

会員数：10,657名（令和６年１月 19日現在） 

 

【問合せ】練馬区 福祉部管理課 福祉防災・システム係  電話 ０３－５９８４－１３３７ 

▲協定締結式の様子 

(左)前川区長、(右)森島会長 

都内初 


